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Ⅴ．特記事項 

 

1．「地域」「環境」をキーワードにした教育（地域貢献人材育成プログラム） 

 地域経済の後退、少子高齢化そして加速する人口減少など、地域を取巻く環境には厳し

いものがある。しかし、一方では、農産物や木材が輸出産業として大きく伸び、地域資源

を利活用する再生エネルギー産業が生まれ、ナノテクノロジーによる木材繊維製品の開発

ラッシュと、森林空間が丸ごと機能性空間として所得源となる見通しが出るなど、地域は

今後の日本を支えるフロンティアとして注目されている。地方創生が日本中で叫ばれるの

は、こうした背景がある。 

 地域には未来型空間の実現が期待されている。 

 その実現のためには、地域の多様な人たちがネットワークし、新しい価値関係・新しい

産業・新しい生活形態の構築に向け、新型エンジンを始動させなければない。 

 「地域貢献人材育成プログラム」は、こうした課題を担う人々を養成するもので、主に

地元高校の卒業生を対象にしている。 

 受講生は、知と実践の融合、歴史的・地球的視野から地域把握、様々なセクターの尊重

と補完関係の構築、制度政策理解の醸成、生産と消費における技術とシステムイノベーシ

ョン、地域間の交流・連携の活発化など、今後の地域づくりに求められる基本的理論と方

法を学んでいく。 

 

2．学び続ける教員育成プログラム 

本学では、中学校･高等学校の教員を目指す学生に対して「学び続ける教員育成プログラ

ム(Program for Educators to be Lifelong Leaners)」［略称：ELL］を提供している。 

このプログラムは、教科指導はもとより、自ら学び続ける存在として生徒のモデルとな

る教員の育成を目指している。教科指導、生徒指導、進路指導、部活動指導等、様々な場

面において、自ら学び続ける指導者として活躍する指導者の育成を目指している。プログ

ラムは課外学修として行われ、教職課程の授業で学んだ内容を更に深める講義、教職専門

に係る教員採用試験に向けた実力養成等を行っている。また、岩手県教育委員会との協定

事業である「スクールトライアル事業」を活用し、学校における様々な活動支援を経験し、

学校教育に対する理解を深め、教員を目指す学生の意識高揚を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


